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研究成果の概要： 

国内外の理工系学生がe-Learningとして学べる日本語四技能（読む・聞く・書く・話す）の統

合学習支援システムを構築することが目的とし、アジア圏と欧米の理系大学日本語学習者を対象

とし、本国では学ぶ機会の少ない科学技術日本語の教科内容をコンテンツとして開発を行い、 

Web上に公開し、コンテンツの評価をした。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 4,600,000 1,380,000 5,980,000 

2007 年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

2008 年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

年度  

  年度  

総 計 9,900,000 2,970,000 12,870,000 

 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：科学教育、教育工学・教育工学 

キーワード：作文支援、共起表現、例文表示、コーパス 

 
１．研究開始当初の背景 
(1)初級レベルの日本語教育は、海外でもか
なり普及しているが、大学・大学院で専門分
野の研究をすることを目的とする日本語学
習者のための学習環境は、国内外を通じて整
っていない。渡日前および在日している学習
者にとって自習ができるアカデミックな学
習環境の支援が必要である。 
 
(2) 2000 年度から理工系専門分野の文献
を読むための読解支援システム「あすなろ」
が運用され、Web 上での日本語学習の基盤
が出来ていたため、この基盤を利用した作
文および練習問題を加えた統合的な日本語

学習支援システム構築に向けて開発を行っ
た。（http://hinoki.ryu.titech.ac.jp/） 
 
２．研究の目的 
(1)教師や学習教材が十全ではない地域にい
いても専門分野研究に必要な統合的な日本
語習得がかなうような学習者のための統合
日本語学習支援システムの構築を目指す。 
従来開発してきた読解支援システム「あすな
ろ」に新たな作文支援システム「なつめ」を
加えることで、コンテンツの充実を図り、イ
ンターネットを通して、海外のニーズに応え
ることを目的とする。 
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(2)作文システムのコンテンツとして、ディ
スコースレベルから単語レベルに配慮した
学習支援を行う。科学技術論文を作成する学
習者モデルを分析し、文章作成のスキルとし
ての必要項目を示し、それを達成する方法を
実現する。 
 
（3）「なつめ」の検索サイトでは、共起語検
索と例文表示システムを先行して開発する。 
「共起語」検索としては、まず＜名詞＞語彙
を入力することで、＜名詞・助詞・用言＞の
組み合わせを提示することを実現し、次に＜
用言＞から、＜名詞・助詞・用言＞の組合わ
せを出力するシステムを開発する。 
 
(4)練習問題サイトについては、理系大学生
以上の学習者が必要な語彙を習得するため
の基礎的な研究開発を認知言語学的な理論
に基づいて行う。 
 
３．研究の方法 
(1) 非漢字圏での科学技術のニーズ調査にも
とづき、調査済みの漢字圏ニーズを統合した
シラバスのデザインを行う。 
 
(2)共起データ、誤用データ、辞書データを利
用するととともに新たに必要なデータを日本
語コーパスBCCWJから収集する。 
 
(3)「あすなろ」と新システム「なつめ」との
リンク、さらに両者とリンクする「タスク学
習サイト」とのリンクをする。 
 
(4) 科学技術日本語コンテンツを作成し、海
外の高等教育機関で、半期分の授業を試行、
学習者の評価を得て､分析を進める。 
 
(5)作文システム支援開発に利用するため、学
習者の作文データを収集し、誤用分析を行っ
たものを誤用データベースとする。 
 
(6)効率的な学習シラバスを考案する。研究協
力者とともに心理学に基づく漢字連想学習の
CALL化し、タスク学習サイトに搭載する計画
を策定し、専門語語彙学習をCALLに搭載する。 
 
(7) 理工系専門別の文章の型を分析し、学習
者が専門分野の文章を作成するときに必要な
箇所で必要な文型を抽出する。 
 
(8)学習者が講義に臨んで、どのようなストラ
テジーで理解し、学習するかという立場から
科学技術日本語の理解の方略を研究し、成果
をタスク学習サイトに応用する。 
 
４．研究成果 
(1)正用コーパス分析 

2006 年度 新聞、理系文献などのコーパスの
分析を進めた。2007 年度、2008 年度におい
ては、国立国語研究所で収集したコーパス 
バランスコーパス BCCWJが使用できることに
なり、 このデータを分析した。その結果、
ジャンルごとの傾向が明らかになった。その
成果は、下記論文④,⑤、⑪などに発表した。 
 
(2)誤用データベース分析 
2006 年度 日本語学習者の日本語形容詞受
容調査によって中国人日本語学習者の形容 
詞および形容動詞と名詞の共起表現の習得
過程を観察し、母語転移による誤用の様相を
明らかにした。この成果として、学会発表⑨,
⑫、論文⑬,⑮がある。また、この分析手法
をもとにして、誤用例文データベースを構築
を開始し、教師が利用できる誤用検索システ
ムのプロトタイプを作成した。 
 
(3)認知心理学的視点からの分析 
 認知心理学専門家 Terry Joyce らとともに
日本語学習における認知言語学的側面から
の分析を行い、国内学会では 2006 年に⑪発
表、2007 年国際学会において⑥を発表し、 
語彙マップを用いる学習効果を明らかにし
た。 
 
(4)専門日本語における効果的学習方法研究 
論文①②⑥⑦⑬では、大学などでの専門知識
を習得するための日本語学習はどうあるべ
きかという総合的な考察を行った。 
論文⑧⑨⑩⑪では、具体的な方法として、学
習者が論文を書く課程の問題点を分析を行
った。 
 
(5)システム開発 
5-1 作文支援システム「なつめ」は 2007 年
度から Web で公開した。「なつめ」における
例文表示の方法として、学習者のレベル、ジ
ャンル別に検索を可能にすることを目指し
た。その成果として、2007 年度学会発表⑩に
おいて、日本語能力試験 1級から 4級、およ
び級外のリストを日本語コーパスに含まれ
る語彙、文型と照応することで、例文のレベ
ル別の仕分けをする方法を開発した。2008 年
度以後は、新聞の他に BCCWJ 日本語コーパス
に含まれる、バランスコーパス、白書、Web
コーパスなどもレベル別の仕分けを行い、現
在 Web 上で検索可能になっている。 
 

5-2 共起語検索は、名詞入力から、＜名詞・
助詞・用言（動詞および形容詞、形容動詞を
含む）＞の組み合わせ、および＜用言＞入力
から＜名詞・助詞・用言＞の出力の双方を実
現した。また、その後、副詞と用言の係り受
けすなわち呼応関係の抽出を試み、 2008 年
度③では、＜副詞＞と<モダリティ＞の呼応



 

 

の出力を可能にした。 
 
(6)教材開発 
E－Learning システムを開発する中で、学習
シラバスと教材を産出し、海外の教員・学習
者に提供した。 
2006 年度「新大学日語標準教程（基礎編）1. , 
高等教育出版社（中国）」は、海外連携協力
者である、西安交通大学、趙剛教授らとの共
著により、本プロジェクトの調査を反映した 
教科書を作成し、中国教育部により、優秀教
科書に選ばれた。 
2007 年度「科学技術の日本語」（ スリーエー
ネットワーク）.は、数少ない理工系学習者
用初中級として出版された。その後、台湾の
大新書局において中国語版が「科学技術日
語」と題して翻訳出版された。 
 
(7)海外との協力 

学習者によるシステム利用の評価を得る
ため海外の教育機関における研究者と接触
し、協力を得た。中国においては、西安交通
大学趙剛教授との教科書共同執筆に伴う学
習者情報の交換、清華大学日本語科張威教授
との科学技術日本語教材開発に関する相互
協力があった。 
 欧米においては、リュブリヤーナ大学アン
ドレ・ベケシュ教授との共同研究により論文
③,⑤,⑫を発表し、日本語コーパスを対象と
して、外国人学習者の視点で分析した結果、
留意すべき学習項目の抽出をし、その結果を
システムに反映することができた。 
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